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令
和
８
年
５
月
２
９
日
、
第
７
５
回
当
麻
町
森
林
組
合
通

常
総
会
を
当
麻
農
業
協
同
組
合
３
階
大
ホ
ー
ル
に
て
開
催
い

た
し
ま
し
た
。 

正
組
合
員
２
６
５
名
の
う
ち
本
人
出
席
２
３
名
、
委
任
状

出
席
１
０
名
、
書
面
議
決
に
よ
る
出
席
１
４
２
名
で
定
款
に

定
め
る
正
組
合
員
の
２
分
の
１
以
上
の
出
席
と
な
り
、
第
７

５
回
通
常
総
会
が
成
立
さ
れ
ま
し
た
。
議
長
に
は
長
谷
川
新

組
合
員
、
日
下
部
裕
一
組
合
員
が
推
薦
さ
れ
、
議
案
第
１
号

か
ら
議
案
第
７
号
ま
で
賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
通
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。 

   

「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
の
長
期
化
、
ま
た
ア
メ

リ
カ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
イ
ラ
ン
へ
の
攻
撃
に
伴
い
人
道

支
援
の
供
給
ル
ー
ト
が
逼
迫
し
て
お
り
、
現
在
、
海
上
輸
送

の
混
乱
、
支
援
物
資
の
配
送
に
大
き
な
遅
れ
が
生
じ
て
お
り

ま
す
。
当
組
合
製
材
工
場
ま
た
、
造
林
・
造
材
現
場
に
お
い 

        

て
も
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
の
主 

成
分
で
あ
る
ベ
ー
ス
オ
イ
ル 

の
供
給
が
停
止
し
て
お
り
、 

今
後
の
稼
働
に
大
き
な
懸
念 

を
抱
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

 

令
和
７
年
度
、
加
工
部
門 

は
概
ね
順
調
に
推
移
し
て
お 

り
ま
し
た
が
、
下
期
に
入
り 

原
木
不
足
、
原
木
価
格
の
上 

昇
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
収
益
の
確
保
に
大
変
苦
慮
し
た
と
こ

ろ
で
す
が
、
な
ん
と
か
計
画
を
上
回
る
損
益
を
計
上
す
る
事

が
で
き
ま
し
た
。 

 

販
売
部
門
に
お
い
て
は
、
予
期
せ
ぬ
重
機
の
故
障
に
よ
る

費
用
の
増
加
、
ま
た
作
業
効
率
の
低
下
に
よ
り
事
業
損
失
を

計
上
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
森
林
整
備
部
門
で
は
、
下
刈
に
つ
い
て
近
隣
森
林
組
合
に

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
造
林
に
お
き
ま
し
て
も
町
内
の
女
性

を
短
期
雇
用
す
る
事
で
適
期
に
完
了
す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

当
麻
町
・
当
麻
農
業
協
同
組
合
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
進
め
て
お
り
ま
す
ク
リ
ー
ン
ラ
ー
チ
は
令
和
７
年
度
町
有

林
に
約
８
，
０
０
０
本
を
植
栽
し
、
今
年
度
は
約
１
０
，
０

０
０
本
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
令
和
７
年
度
、
事
業
利
益

が
５
１
４
％
の
７
３
２
万
円
、
経
常
利
益
１
千
３
百
９
万
６

千
円
、
当
期
剰
余
金
１
千
１
百
３
８
万
７
千
円
を
計
上
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
良
い
決
算
に
な
り
ま

し
た
こ
と
は
一
重
に
ご
来
賓
の
皆
様
の
ご
指
導
、
組
合
員
の

ご
理
解
・
ご
協
力
、
全
職
員
の
努
力
の
賜
物
で
あ
り
ま
し
て

心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

次
に
令
和
８
年
度
の
事
業
計
画
を
申
し
上
げ
ま
す
。
森
林

整
備
で
は
人
工
林
主
伐
後
の
再
造
林
が
、
春
秋
合
わ
せ
ま

し
て
５
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
下
刈
、
１
・
２
回
合
わ
せ
ま
し

て
１
８
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
搬
出
間
伐
１
０
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

そ
の
他
、
除
伐
等
の
森
林
整
備
事
業
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

主
伐
に
つ
き
ま
し
て
は
皆
伐
・
択
伐
を
合
わ
せ
ま
し
て
１

万
１
千
立
法
を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。 

加
工
部
門
に
お
い
て
は
、
平
成
２
６
年
に
導
入
致
し
ま
し

た
本
機
が
老
朽
化
及
び
保
守
部
品
の
調
達
が
困
難
な
状
況

に
あ
り
、
作
業
効
率
に
大
き
な
支
障
を
き
た
し
て
い
る
事

か
ら
国
・
当
麻
町
の
補
助
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
今
年

度
更
新
を
計
画
し
て
ご
ざ
い
ま
す
。
解
体
費
を
含
め
総
事

業
費
約
２
億
５
千
万
円
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
補
助

金
を
差
し
引
き
し
、
自
己
負
担
額
約
７
千
万
円
を
見
込
ん

で
お
り
ま
す
。
長
期
資
金
借
入
を
予
定
す
る
と
と
も
に
利

子
助
成
事
業
を
活
用
し
た
中
で
経
営
の
安
定
化
を
図
り
た

い
と
考
え
て
ご
ざ
い
ま
す
。
工
事
に
つ
き
ま
し
て
は
９
月

中
旬
頃
を
予
定
し
て
お
り
、
約
２
ヶ
月
程
度
稼
働
停
止
を

見
込
ん
で
お
り
ま
す
が
少
し
で
も
早
く
再
開
で
き
る
よ
う

努
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
関
係
者
の
皆

様
に
は
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

本
日
は
議
案
７
件
を
ご
提
案
致
し
ま
す
。
充
分
な
ご
審

議
の
う
え
ご
承
認
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

し
て
ご
あ
い
さ
つ
と
致
し
ま
す
。」 

 

   

 
 

小川原組合長挨拶 

議長に推薦された長谷川新組合員・日下部裕一組合員 

◎
令
和
７
年
度
剰
余
金
処
分 

次
期
繰
越
剰
余
金 

 
 

 

３
，
４
６
７
千
円 

任
意
積
立
金 

 
 

 
 

 

１
１
，
０
０
０
千
円 

当
期
未
処
分
剰
余
金 

１
４
，
４
６
７
千
円 

◎
第
７
５
回
通
常
総
会
開
催 

◎
組
合
長
挨
拶 
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水
銀
は
環
境
汚
染
、
人
体
へ
の
健
康
リ
ス
ク
が
高
い
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、
使
用
自
体
は
禁
止

さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
寿
命
が
来
る
前
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
す
る
よ
う
国
が
推
奨
し
て
お
り
ま
し
た
。

令
和
７
年
６
月
、
製
材
工
場
内
外
の
照
明
器
具
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
し
、
消
費
電
力
の
削
減
、
ま
た
光

度
を
高
め
る
事
で
、
よ
り
安
全
性
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
森
林
整
備
部
門
で
は
、
平
成

２
４
年
に
取
得
し
ま
し
た
諸
岡
製
フ
ォ
ワ
ー
ダ
Ｍ
Ｓ
Ｔ‐

１
５
０
０
Ｖ
Ｄ
Ｌ
を
売
却
処
分
し
、 

当
麻
町
の
補
助
を
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
イ
ワ

フ
ジ
製
フ
ォ
ワ
ー
ダ
Ｕ‐

６
Ｅ
Ｗ
に
更
新
、
加
工

部
門
に
お
い
て
も
森
林
整
備
で
使
用
し
て
い
た

グ
ラ
ッ
プ
ル
を
長
期
に
わ
た
り
土
場
で
使
用
し

て
お
り
ま
し
た
が
修
理
頻
度
が
頻
繁
に
な
り
、
維

持
費
・
作
業
効
率
が
著
し
く
低
下
し
た
為
、
程
度

の
良
い
中
古
グ
ラ
ッ
プ
ル
に
更
新
を
い
た
し
ま

し
た
。 

 

引
き
続
き
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
っ
か
り
行
い
、

大
事
に
使
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

            

                              

☆当麻町森林組合機構図（事務分掌） 

◎
令
和
７
年
度
固
定
資
産
取
得 

令和 7 年 10 月取得 住友製 SX135-7 グラップル 

令和 8 年 2 月取得 イワフジ製 U-6EWフォワーダ 令和 7 年 4 月 製材工場照明設備整備（LED 化） 
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循
環
型
林
業
を
目
指
し
、
こ
れ
ま
で
当
麻
町
・
当
麻
農
業
協
同
組
合
・
当
麻 

町
森
林
組
合
で
協
力
し
合
い
、
育
て
て
き
た
ク
リ
ー
ン
ラ
ー
チ
を
令
和
７
年
１ 

０
月
、
遂
に
当
麻
町
有
林
に
８
，
３
３
８
本
植
栽
い
た
し
ま
し
た
。 

 

当
麻
町
の
養
苗
施
設
に
対
す
る
補
助
、
ま
た
台
木
か
ら
挿
し
木
を
取
り
、
幼
苗 

を
育
て
、
山
に
植
栽
出
来
る
ま
で
の
過
程
に
お
い
て
、
当
麻
農
業
協
同
組
合
職
員 

の
皆
様
に
よ
る
徹
底
し
た
管
理
が
あ
っ
て
こ
そ
の
成
果
で
す
。 

 

こ
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
行
い
、
将
来
的
に
は
私
有
林
に
も
植
栽
し
て
い
き 

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

                 

 

                              

農
林
連
携
の
力
！ 

◎

ク
リ
ー

ン
ラ
ー

チ
町

有

林

へ
植

栽 

 （
当
麻
農
業
協
同
組
合
育
苗
ハ
ウ
ス
） 

役
職
員
に
よ
る
ク
リ
ー
ン
ラ
ー
チ
台
木
視
察 

期
待
大
！ 

将
来
、
住
宅
や
高
層
建
築
物
利
用
に
も 

 

〇
材
密
度
が
高
く
、
強
度
も
期
待 

〇
野
ネ
ズ
ミ
の
食
害
を
受
け
に
く
い 

高
い
（炭
素
固
定
能
力
も
高
い
） 

〇
成
長
が
早
く
、
二
酸
化
炭
素
吸
収
能
力
が 

〇
グ
イ
マ
ツ×
カ
ラ
マ
ツ
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
品
種 

 
 

ク
リ
ー
ン
ラ
ー
チ 

     

製材工場で使用している主な使用樹種である

現在のカラマツ・トドマツ仕入単価は左記のと

おりです。 
 当組合では、主に梱包材・パレットの仕組み
材を中心に製造している為、必要な原木の材
長が頻繁に変わる事がございます。 
 お手数をお掛けいたしますが、採材の前にご
連絡をいただきたく宜しくお願いします。 
 また、最近では、プロセッサーやハーベスタ
での採材が主流となっておりますが、材長が不
足している原木が稀に混入していることがござ
います。御手間を掛けますが、現場でのこまめ
な材長確認を行うとともに、曲がりや腐れの混
入にご注意いただきますよう重ねて宜しくお願
い致します。 
※元口 50cm以上の原木買入不可 

原木仕入について

製材小売単価 
右記製材は、主な規格の製材になりますが、規格外の製品も取

れます。針葉樹チップ・鋸くずも販売しております。まずはお電話

にてご相談下さい。 

※混んでいる場合、納品に時間が掛かる事がございます。 

※当製材工場では乾燥・プレーナー掛けは行っておりません。 

※令和 8 年 9 月中旬頃より約 2 ヶ月程度、機械設備更新

工事に伴い、稼働停止いたします。その間、製材の出荷

が出来ませんので、ご迷惑をお掛けしますが宜しくお願い

します。 
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苗木・薪・キノコ菌・殺鼠剤小売販売 苗木・薪・キノコ菌・殺鼠剤小売販売 

[山行苗木・庭木など] [山行苗木・庭木など] [割薪広葉樹 MIX] 1 ㎥単位 [割薪広葉樹 MIX] 1 ㎥単位 

× 

[地上撒き用殺鼠剤] 

× 

[地上撒き用殺鼠剤] 

[キノコ菌・栽培道具など] 

（種駒・オガ菌各種） 

[キノコ菌・栽培道具など] 

（種駒・オガ菌各種） 
庭木伐採承ります！！ 庭木伐採承ります！！ 

住宅敷地内や家周りの立木で、亀裂や根元の浮き、キノコ等の発生は危険のサイン。また、腐朽・根腐れは確認が

難しいため強風により倒れる可能性があり注意が必要です。 

大きくなればなるほど難易度が高くなり、処理費が高額になる恐れがある為、早めの処理をお勧めします。 

※業務繁忙期は、すぐに作業できない事がございます。 

住宅敷地内や家周りの立木で、亀裂や根元の浮き、キノコ等の発生は危険のサイン。また、腐朽・根腐れは確認が

難しいため強風により倒れる可能性があり注意が必要です。 

大きくなればなるほど難易度が高くなり、処理費が高額になる恐れがある為、早めの処理をお勧めします。 

※業務繁忙期は、すぐに作業できない事がございます。 
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開
催
年
月
日 

令
和
７
年
４
月
２
１
日 

 
 

【
決
議
事
項
】 

 

１
出
捐
に
つ
い
て 

 

２
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て 

 

３
道
森
連
監
査
士
監
査
の
指
導
・
検
討
事
項
の
対
応
に
つ
い
て 

 
 

                           

近
年
、
全
国
各
地
で
ク
マ
の
出
没
、
人
身

被
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
山
菜
採
取
は

春
か
ら
秋
に
か
け
て
多
く
の
人
が
楽
し

む
活
動
の
ひ
と
つ 

                       

む
活
動
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
ク
マ
の
活
動
期

と
重
な
り
ま
す
。
特
に
親
子
グ
マ
は
子
を
守

る
為
、
攻
撃
的
に
な
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。 

熊
鈴
や
熊
笛
、
撃
退
ス
プ
レ
ー
等
の
事
前
対

策
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。 

 

                              

                        

昨
年
末
よ
り
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
新
た
に
開
設
い
た
し
ま 

し
た
。
森
林
組
合
の
近
況
や
採
用
情
報
等
記
載
し
て
お 

り
ま
す
の
で
、
ご
興
味 

の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
下
記 

の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
よ
り 

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
開
設 

組
合
員
の
皆
様
へ 

組
合
員
資
格
の
ご
確
認
と
異
動
手
続
き 

  
 

 
 

お
知
ら
せ 

組
合
員
ご
本
人
が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
や
住
所
変
更
、
相
続
、
売
買
等
、
山
林
所
有
の

異
動
が
あ
っ
た
場
合
、
お
手
続
き
が
必
要
で
す
。 

森
林
組
合
法
に
基
づ
く
も
の 

〇
脱
退
事
由
に
該
当
す
る
と
き
は
、
森
林
組
合
法
に
基
づ
き
脱
退
と
い
た
し
ま
す
。 

定
款
に
基
づ
く
も
の 

 

〇
住
所
・
氏
名
の
変
更 

〇
所
有
森
林
の
一
部
ま
た
は
全
部
を
手
放
し
た
場
合 

   

（法定脱退） 

（法廷脱退） 

第 37 条 組合員は、次に掲げる事由によっ

て脱退する。 

一 組合員である資格の喪失 

二 死亡又は解散 

三 除名 

森林組合法 

定   款 

第 2 章 組合員 

（届出義務） 

第 12 条 組合員がその資格を失い、又は氏

名若しくは名称、住所、組合員である法人の

定款若しくは組合員である団体の規約若し

くは役員に変更があったときは直ちにその

旨をこの組合に届け出なければならない。 

※ 近年、山林相続・売買・住所変更等に

関するご連絡がない為、確認に苦慮して

おります。 正確な森林調査簿、組合員

名簿を作成・保持いたしたくご協力のほど

よろしくお願いします。

ヒ
グ
マ
警
報
！
！ 

 

開
催
年
月
日 

令
和
７
年
５
月
７
日 

 
 

【
決
議
事
項
】 

 

１
令
和
６
年
度
決
算
に
つ
い
て 

監
査
報
告 

 

２
剰
余
金
処
分
案
に
つ
い
て 

 

３
第
７
４
回
通
常
総
会
招
集
に
つ
い
て 

 

４
総
会
提
出
議
案
に
つ
い
て 

 
 

 

開
催
年
月
日 

令
和
７
年
５
月
２
９
日 

 
 

【
決
議
事
項
】 

 

１
組
合
長
の
選
任
に
つ
い
て 

 

 

２
代
表
理
事
の
選
任
に
つ
い
て 

 

３
筆
頭
理
事
の
選
任
に
つ
い
て 

 

４
参
事
の
選
任
に
つ
い
て 

 
 

 

開
催
年
月
日 

令
和
７
年
６
月
１
９
日 

 
 

【
決
議
事
項
】 

 

１
令
和
６
年
度
決
算
に
お
け
る
監
事
指
摘
事
項
の
対
応
に
つ 

 

い
て 

 

 

２
令
和
７
年
度
理
事
報
酬
年
額
及
び
支
給
方
法
に
つ
い
て 

 

３
小
川
原
組
合
長
と
の
利
益
相
反
取
引
に
お
け
る
下
刈
事
業 

 

に
つ
い
て 

 

４
藤
尾
理
事
と
の
利
益
相
反
取
引
に
お
け
る
下
刈
事
業
に
つ 

 

い
て 

 

５
各
種
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

 
６
臨
時
手
当
の
支
給
に
つ
い
て 

 
７
固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て 

 
 

 

開
催
年
月
日 

令
和
７
年
１
０
月
２
４
日 

 
 

【
決
議
事
項
】 

 

１
就
業
規
則
、
育
児
休
業
及
び
育
児
短
時
間
勤
務
に
関
す
る 

 

規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

 

 

２
基
本
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

 

３
阿
部
理
事
と
の
利
益
相
反
取
引
に
お
け
る
被
害
地
造
林
事 

 

業
に
つ
い
て 

 

４
森
林
組
合
常
例
検
査
指
摘
事
項
に
対
す
る
処
置
に
つ
い
て 

 

５
出
捐
に
つ
い
て 

 
 

令
和
７
年
度 

理
事
会

（
決
議
事
項
の
み
記
載
） 

 

開
催
年
月
日 

令
和
７
年
１
１
月
２
０
日 

 
 

【
決
議
事
項
】 

 

１
令
和
７
年
度
上
期
仮
決
算
監
査
に
つ
い
て 

 

２
令
和
７
年
度
上
期
決
算
監
査
に
お
け
る
監
査
指
摘
事 

項
の
対
応
に
つ
い
て 

 

３
職
員
給
与
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

 

４
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て 

 

開
催
年
月
日 

令
和
８
年
２
月
２
７
日 

【
決
議
事
項
】 

１
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て 

 

２
固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て 

３
職
員
給
与
規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

４
令
和
８
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て 

令
和
７
年
度 

監
事
会 

 

開
催
年
月
日 

令
和
７
年
６
月
１
９
日 

 
 

【
決
議
事
項
】 

 

１
令
和
７
年
度
監
事
報
酬
額
及
び
支
給
方
法
に
つ
い
て 

 

開
催
年
月
日 

令
和
７
年
１
０
月
１
日 

 
 

【
決
議
事
項
】 

 

１
令
和
７
年
度
上
期
仮
決
算
監
査
の
日
程
に
つ
い
て 

 

 
 

https://www.tohma

-shinrin.or.jp 


